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（株）三越伊勢丹ホールディングス 報道関係資料 

  麻 世 妙 

               

三越伊勢丹は、２０１１年より４年にわたり、日本の伝統・文化・美意識が作り出す価値を再認識し、
新しい価値としてお客さまにご提供する「ＪＡＰＡＮ ＳＥＮＳＥＳ（ジャパン センスィズ）」に取り組んでき
ました。２０１５年からは、その取り組みをさらに深化させ、新たに企業メッセージ「ｔｈｉｓ is japan.」を掲
げ、商品はもとより販売サービスに至るまで、世界に通じる日本の良さをグループをあげて提案して
いきます。２０１５年の「ＪＡＰＡＮ ＳＥＮＳＥＳ」では、地方・地域との取り組みとして、古き良き伝統や文
化が今もなお息づく、石川県をはじめとした「北陸」にフォーカス。また、時を超えて甦った素材「麻世
妙（まよたえ）」や、「行儀文様（ぎょうぎもんよう）」など、三越伊勢丹ならではの独自性の高いご提案
で、日本の良さを新たな価値として国内外に発信していきます。 

 

 

 

 

 三越伊勢丹の 

ＪＡＰＡＮ ＳＥＮＳＥＳ 
（ジャパン センスィズ） 

 

伊勢丹新宿本店 

日本に古来からあった大麻布を、現代に甦らせた新素材「麻世妙」。縄文の太古から近代に
至るまで、日本人の生活に欠かせない存在だったものの、戦後に国内での大麻栽培が制限
されたこと、繊維が短いため紡績に適さないとされたことなどに伴い、今ではあまり流通しなく
なってしまった大麻布。そんな「日本人が忘れてしまった布」を、自然布研究の権威である近
世麻布研究所所長の吉田真一郎氏、京都帯匠誉田屋の十代目であり日本の布の魅力を知
り尽くす山口源兵衛氏、そしてエイベックス・グループという三者の力を結集させ、無害大麻原
料を使用することで現在に甦らせたのが「麻世妙」です。特徴は、綿と比較して速乾性があり、
保温性が高く、強じんさがありながらも使用を重ねると柔らかくなじむところ。日本人に愛され
てきたその魅力と未来への可能性を、多彩なアイテムを通してご提案します。 

フロントのタックが女性らしさを強調す
るブラウス。メンズはパネルデザインの
ジャケットにサルエルパンツでトレンド
感をアピール。 

 

＜ヨウジヤマモト＞ 

 

（左）ブラウス ６０，４８０円 

       ■本館４階コンテンポラリースタイル 
 
（右）ジャケット １５１，２００円 
   シャツ ６３，７２０円 
   サルエルパンツ １４０，４００円 
      ■メンズ館２階 
        インターナショナルクリエーターズ 
 
※「麻世妙×ヨウジヤマモト」イベント開催  
   ３月２５日（水）～３１日（火） 
  ■本館４階 
   センターパーク／ザ・ステージ♯４ 

 

麻世妙独特の生地のしなやかさを存分に活かしたシャツドレス。スカート
部分のボリューム感とやわらかなサックスブルーのカラーがエレガントな印象。 

＜ケイタ マルヤマ＞ドレス ９１，８００円 
■本館４階コンテンポラリースタイル 

    会期：３月２５日（水）～４月７日（火）  

  会場：伊勢丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店 
 

ま よ た え 

この企画は、動画のプレスリリースでさらに詳しくご紹介
しています。⇒www.imhds.co.jp/news_release/ 



各階での商品展開に加え、４月１日（水）から本館７階催物場において、大麻布の歴史や吉田真一郎氏
によるトークショーなどを通して、「麻世妙」の魅力をご紹介します。 

●大麻布の歴史 

 現存する江戸時代の大麻布や、古代から神々しい素材として伝わる所以など、  

 貴重な資料をご覧いただけます。 

●甦った大麻布「麻世妙」 
 婦人・紳士ブランドによる「麻世妙」を使ったアイテムのオーダーも承ります。 

●未来への可能性 

 ファッションの世界で国内外問わず活躍する３名のクリエーター、加茂克也氏、 

 串野真也氏、中里唯馬氏による、「麻世妙」の未来への可能性を表現した 

 インスタレーションを展示します。 

  麻世妙 ～日本人が忘れていた布～  ■４月１日（水）～６日（月）最終日午後６時終了 

                              ■本館７階催物場              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  行 儀 文 様 

               「鮫」「通し」と並んで、“江戸小紋三役”とも称される、江戸小紋を代表する文様の
ひとつ。同じ大きさの小さな点が、斜め４５度で交差するように規則正しく配列され
た柄のことを指します。４５度とは、最も丁寧なお辞儀の角度とも言われ、この柄
には行儀作法や礼を尽くすといった意味が込められてきました。点の形や大きさ、
色などのアレンジを加えたものを含め、今回のために各ブランドが図案化して取り
入れた「行儀」はすべて、伝統工芸士の監修のもと、モダンに落とし込まれた新し
い価値としてご提案しています。 

※「江戸小紋」は、地域団体商標登録制度の登録商標です。 

モノトーンの行儀文様。ウエストラインでグラデーションの 

濃度を上げ、スリムに見せるギミックをさり気なく。 

 

＜レリアン＞ドレス ４９，６８０円 

■本館４階オーセンティック スタイル、本館３階クローバーショップ 
 

  北 陸 

               

神々しいまでの山々と雄大な日本海。美しい大自然が創り出す様々な恵みは、この地
に豊かな食文化をもたらしてきました。また、四季の移ろいは、この地ならではの美意識
も育んできました。それは輪島塗や加賀友禅などの伝統工芸を生み出しました。古くか
ら芸術や文化を重んじ、日々の暮らしのなかに生かしてきた北陸。今回は石川県とも協
業し、北陸の魅力のあふれるエリアから探し求めた名品、絶品の数々をご紹介します。 

  里山未来フード  

               料理研究家・松田美智子氏が、世界農業遺産日本第一号登録の地・能登で選んだ地元の食材や伝統的な
調味料を、家庭に取り入れやすいメニューでご提案。また４００年以上同じ製法で作られている揚げ浜式製
塩の塩や、オーストラリア人シェフが能登の郷土食材でもてなす民宿＜ふらっと＞で供される自家製調味料
の「いしり」（いかのわたを漬けた魚醤）、「ゆうなんば」（柚子と唐辛子を漬けた薬味）などをご紹介します。 

松田美智子の能登味彩膳 ＭＥＮＵ／ 
黒鯛昆布締めのゆうなんばソース・中島菜のいしり浸し・能登の蒸し寿司・ 
能登の贅沢あら汁・干し源助大根のはりはり風  お一人さま２，４０１円 
■本館地下１階シェフズセレクション／キッチンステージ 
  各日午前１０時３０分～午後８時営業（ラストオーダー午後７時） 
 

ぎょう ぎ も ん よ う 

＜ふらっと＞いしり １００ｇ ８６４円、ゆうなんば ５０ｇ ９６２円 

＜角花＞能登のはま塩 ９１８円 

■本館地下１階シェフズセレクション 
 
 

※今回特別に製作した＜九谷青窯＞十草どんぶり、 
  ＜輪島キリモト＞智頭杉ランチョンマットでご提供します。 

この企画は、動画のプレスリリースでさらに詳しくご紹介しています。
⇒www.imhds.co.jp/news_release/ 



三越日本橋本店 

北陸から発信する日本の
美。その本質を、「陰影」
「淡」「鮮麗」の３つの切り
口で捉え、商品をセレクト
しました。 

 
■本館５階ウエストパーク 

 ＜高澤ろうそく> 
和ろうそく ななお １，９４４円 

 

  日本美流  

  たゆたう・光  ～高志国淡彩紀行～            

＜佐野曜子> 
織のパッチワーク 水指 ８６，４００円 

 

＜ＢＯＳＴＯＮ ＣＬＵＢ> 
眼鏡フレーム ２３，７６０円 
        （フレームのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  若宮隆志×葉山有樹 生命の美 ～漆と陶磁 超絶技巧の世界展～ 

                        ■４月１日（水）～７日（火）  ■本館１階ザ・ステージ              

輪島の漆芸集団「彦十蒔絵」を主宰する若宮隆志氏と、日本の
枠を超え世界で活躍する有田の陶芸家・葉山有樹氏をクローズ
アップ。日本ならではの「蒔絵」「色絵細密画」という“日本的”で
“繊細”な技法を駆使し、ともに世界で活躍する、日本を代表する
２名のクリエイターが、高い精神性とストーリー性にあふれる作
品を発表します。コラボレーション作品では、著述家でもある葉
山有樹氏が、「自然崇拝・自然礼賛」の思想に基づくテーマをも
とに作品を製作。葉山氏の陶芸作品に、若宮氏が漆芸・蒔絵を
技法でテーマを受けた創作を加え、共同作品を製作します。 

日本の伝統工芸品や日本古来の素材に美意識を見つけ、職人のぬくもりをお伝えしたいと、
「技」と「人」、「地域」にフォーカスしている三越の「ＪＡＰＡＮ ＳＥＮＳＥＳ」。今回は、北陸地方を
中心に、地域の良いものに現代性を掛け合わせながら、新たな価値をご提案します。 

  北 陸 

               
  輪島 × 和モダンインテリア             

石川県輪島市で上質な漆器や家具を作り続けている＜輪島キリモト
＞。モダンファニチャーブランドである＜アルフレックス＞のチェアを
合わせることで、上質な“和モダン”のダイニング空間が完成します。 

＜輪島キリモト＞ダイニングテーブル ５９４，０００円 

＜アルフレックス＞ダイニングチェア 各１３０，６８０円 

■本館５階家具サロン 

  加賀 × 若手友禅作家             

金沢の犀川を題材に、川の流れを爽やかなブルーで表現し、毛針を
配して鮎釣りを表現。岸辺に咲く花が華やぎを添えます。 

＜毎田仁嗣＞加賀友禅訪問着  

  「犀川清韻」１，１８８，０００円 

  ■本館４階きものサロン  

 

 

   加賀友禅作家による制作実演 

  ■３月２５日（水）・２６日（木）・２８日（土）・２９日（日） 
       各日午前１１時～午後４時 

   ■本館４階きものサロン              

こうしのくにたんさいきこう 



三越銀座店 

  （株）三越伊勢丹ホールディングス コーポレートコミュニケーション担当  広報   
  TEL： ０３-６２０５-６００３  FAX： ０３-６２０５-６００９ 

  加賀友禅 × インテリア  

張地に友禅を使用し、内側は金箔装飾を施し
た華やかな茶箱は、大切なものをしまっておく
宝箱に。 

＜加賀のはこ＞インテリア茶箱 １０５，８４０円 

■本館５階リビングステージ 

加賀友禅の型染めで描いたテーブルセンター。
人間国宝・木村雨山氏の画をモチーフにしたお
しどりは、額に入れて飾っても。 

加賀友禅テーブルセンター １２，９６０円 

■本館４階和雑貨サロン 

春の金沢・花咲く金沢 

  ■３月２５日（水）～３１日（火） 
  ■本館５階リビングステージ 

 

 

 

※加賀友禅 

絵柄の輪郭に糊を置き、それを防波堤にして色が外へ染み出さないよ
うに行う技法「友禅染め」のなかでも、金沢で独自の発展を遂げたもの
が「加賀友禅」です。「加賀五彩」と呼ばれる五色を基本とした落ち着
いた色調と、自然の情景を中心とした絵柄が特徴で、ぼかしや虫食い
といった技法で繊細な絵柄を表現します。 

  北 陸 

               石川県伝統の漆芸家・古込和孝氏の作品を特集でご紹介。一般的な分業制ではなく、一貫
生産にこだわる氏の作品は、沈金、螺鈿、漆絵、蒔絵といった多方面の技術を駆使して一人
で作り上げられます。 

※螺鈿 

漆器などに用いられる加飾技法のひとつ。貝殻の内
側にある、虹色の光沢をたたえた真珠質の部分を薄く
切り出して平らにし、模様の形に細かく切り取って漆器
や木地にはめ込む、または貼り付ける技法のこと。光
の当たり具合や見る角度によってその色彩が変化す
る、芸術的にも価値の高い伝統の工芸技法です。 

＜古込和孝＞ 

（左）盃 桜 ６４，８００円、（右）香合 イルカ １，２９６，０００円 

※ともに現品限り 

石川県出身の日本を代表するパティシエ、辻口博啓氏が手掛ける人気店からの
一品。金沢の兼六園の桜にインスパイアされたロールケーキは、石川県産の能
登大納言かのこの食感がアクセントになっています。 

＜自由が丘ロール屋＞ 

さくらのロール （１２ｃｍ）１，６０１円、（１８ｃｍ）２，４０１円 

■地下２階ギンザスイーツパーク 
■販売期間：３月２５日（水）～３１日（火） 

このマークの企画は、取り組みの経緯や担当者の想いなど、動画のプレスリリースでさらに詳しく
ご紹介しています。   ⇒ www.imhds.co.jp/news_release/ 

 

 

北陸今昔モノづくり 

  ■３月２５日（水）～３１日（火）■８階ジャパンエディション 


